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市場問題プロジェクトチーム 

2016年1１月2９日 
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資料１  



市場問題PTにおける 
   検討の全体像 
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（市場問題プロジェクトチーム 設置要綱より） 

 
（所掌事務） 

第２条プロジェクトチームは、築地市場の豊洲  

 市場への移転及び市場の在り方に関し、次に 

 掲げる事項について検討し、その結果を知事 

 に報告する。 

（１）豊洲市場の土壌汚染、施設及び事業に 

  関する事項 

（２）市場の在り方に関する事項 

（３）その他関連する事項 
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農林水産大臣への市場移転認可手続 

東京都として、 
 
●安全性の確保など適切な場所での開設、 
 
●業務の適正かつ健全な運営の確保など 
 
を確認した上で、認可申請 
    
         （卸売市場法10条の認可基準） 

 



建物が新しくていいな！ 

 

安全な場所かな？ 
仕事をしやすいところかな？ 
機能は充実しているかな？
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家（仕事場）を移るときに、普通に、考えること 



●市場問題プロジェクトチームの課題を 

 詳しく説明すると、 
 

１．土壌汚染の安全性 

（１）２年間の地下水モニタリングの結果の確認・評価 

（２）その他 

 

※豊洲の建物の地下ピット、盛土がなかった影響は、 

 ⇒専門家会議の時点に「時計の針が戻った」。 

  専門家会議、対策の提言、環境アセスメントなど 

  の行政手続を再び踏んでいるところ 

※市場問題ＰＴは、専門家会議のセカンドオピニオン 

※地震・液状化は、市場問題ＰＴが検討  
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豊洲への移転決定 

2001年12月 

豊洲新市場基
本設計相当 

2006年10月 

専門家会議 

2007年5月～
2008年7月 

技術会議 

2008年8月～
2010年8月 

環境アセスメン
ト再実施 

2009年5月～
2011年8月 

土壌汚染対策工
事契約・施工 

2011年8月～
2014年7月 

建物建設工事
契約・建設 

2014年2月～
現在 

市場移転認
可申請 

豊洲市場への
移転 

地下水モニタ
リング結果 

市場PT審議 

必要な追加対策工事
の入札・実施・完了 

豊洲地下ピット
の盛土なし問題 

土壌汚染対策関係 

総合的判断 
※市場移転認可
申請判断の前倒し 

時計の針が戻った 
※約1年又は２年 



２．豊洲市場の施設 

（１）施設の安全性  

  １）建物の構造安全性（コンクリート厚さ、耐荷重、地下空間） 

  ２）建物の設備等（スロープなど） 

（２）施設の機能 

  １）交通アクセス 

  ２）市場内（各街区内、建物間）の導線 

  ３）市場内の各機能（荷捌き、積み下ろしなど）のスペース 

  ４）温度管理（コールドチェーン） 

  ５）その他 

（３）働きやすい施設 

   店舗のスペース、海水の利用、氷製造販売施設の配置、 

   電力・コンセントの配置等 

（４）豊洲市場の建設費の適正性（材料費、人件費など） 

（５）その他（築地市場の現状・応急措置を含む） 
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●赤の枠線は、第3回ＰＴで審議                               
●青の枠線は、第4回ＰＴ（12月）で審議予定 



第4回ＰＴ（2016年12月予定） コールドチェーン・ＨＡＣＣＰなど 
                 水産庁ＨＰhttp://www.jfa.maff.go.jp/j/kakou/sonotanohaccp.html 
コールドチェーンは、 
生鮮食品などを、産
地から消費地まで一
貫して低温・冷蔵・冷
凍の状態を保ったまま

流通させる仕組み。  

ＨＡＣＣＰは、 
ＦＡＯとＷＨＯの合同
機関であるＣｏｄｅｘ委
員会から発表され、
各国にその採用が推
奨されている食品安
全のための工程管理
システム。 
ＥＵは、漁場から食卓
までのフードチェーン
全体でＨＡＣＣＰ基準
を満たすことを要求。 



３．豊洲市場の事業 

（１）業者の負担と事業継続性 

   事業者の負担、事業者への支援措置等 

（２）豊洲市場の事業継続性 

  １）豊洲市場の基本構想、実施計画、将来構想 

  ２）豊洲市場の経営分析 

    ３) 豊洲市場建設費の適正性(減価償却など) 

  ４）市場会計の分析（築地市場、市場会計全体の分析を 

    含む） 

  ５）その他 

（３）その他 

  

   

   

 

 

４．築地場外市場への支援措置 
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※緑の枠線は、 第５回ＰＴ（2017年1月）で審議予定 
※第６回（２月） 築地市場の補修、場外市場への支援措置、 
※第７回（３月） 地震・液状化などの審議 



●建物建築費 

 （２７５２億円） 

  
●業者の負担と事業継続性（第５回ＰＴ ２０１７年１月予定） 
   建物を設計する場合、通常、計算する費用（ＬＣＣ）    
   

●建物・設備 

 の改修費等 

  

東京都が積算 

  （不明） 

※東京都は、設
計者に算出を求
めていない。 

●ランニングコスト 見込み 
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  建設費用 
 既にかかった費用 
  （償還が課題） 

  豊洲市場の建物の使用に、「これから」かかる費用 

見込み 

合計約５倍（年間約61億円の増） 
光熱水費約４倍（年間約32億円の増） 



●第6回（2017年2月※） 築地市場の補修＝家主の責任 

   

※検討事項 

 １）屋根の雨漏り 

 ２）排水溝の目詰まり 

 ３）海水ろ過装置 

 ４）路面（道路の凸凹） 

 ５）電気配線 

 ６）トイレ 

 ７）自転車駐車の整理 

              など 

※耐震工事の検討 
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第２回市場問題PTの 
テーマに関する報告事項 

13 



豊洲市場の建物の構造安全性の課題（第2回） 

① 防水押えコンクリート（水産仲卸売場棟の4階荷捌きスペース）の厚み 

  150mm（図面）⇒10mm（構造計算書） 

  ⇒誤りについて、訂正が必要である。 

    現在、東京都で建築基準法上の変更手続を進めているところ 
    

② 床用積載荷重（水産仲卸売場）700㎏/㎡の妥当性 

  ⇒水産仲卸売場での「積載荷重の合計÷床面積<700ｋｇ」であ 

   れば問題はなく、実際の使い方に依存する。 

  ※現状では大丈夫だが、700ｋｇ/㎡に設定した根拠は説明が必要。 

 

③ 基礎（地下）ピット部の耐震設計上の評価について 

  ⇒「法令上の違反がある」との意見はない。 

   ただし、専門的見地からの課題があり、整理の上、第3回ＰＴで報告。 

 



第３回市場問題PTの 
  検討課題（物流関係） 
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築地から豊洲へ移る条件は、どう整えられたか？ 
     



なぜ、豊洲に移転しなければならなかったのか？ 

 

『築地市場の移転整備 疑問解消ＢＯＯＫ』より 



新市場には、どんな（物流）機能が必要か？ 

『築地市場の移転整備 疑問解消ＢＯＯＫ』より 
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第3回ＰＴの検討事項（物流関係） 

 

１．前提条件（設計の与条件） 

 

２．5街区・6街区・7街区の搬入・搬出、滞留 

 （１）自動車の経路（自動車の動線・駐車場） 

 （２）荷の経路（荷物の動線・荷捌き所） 

 （３）買い回りの動線 

   

３．個別の課題 

 （１）6街区入り口のヘアピンカーブ 

 （２）建物内のスロープのヘアピンカーブ 

 （３）仲卸の作業時間（7街区から6街区への移動） 

 （４）バースの数・屋根の設置（7街区・卸）  



6街区（水産仲卸売場棟）入口の 
ヘアピンカーブ 

•図面と現場写真 
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水産仲卸売場棟内のスロープ（１） 

• スロープの勾配 
 

 

 

 

 

 

 

ターレ用スロープ 

勾配10％ 

• 勾配10％（1/10）とは 
 10ｍ進むと高さが１ｍ上がる 
 ということ。 
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水産仲卸売場棟内のスロープ（２） 

このカーブを安全かつス
ムーズに曲がりきることが
できるか？ 

＜参考：ターレ＞ 
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